



























































































































































































































































































































1 編 を は じ め 、 明 治 三 十 四 年 四 月 発 行 の 学
習院輔仁会雑誌五十四




中 世 の 時 代 的 生 活 感 情 に 根 を 持 つ 無 常
観 を 身 に 体 し 、 紋 切 型 に 行 う 転 変 衰 微 の 変 化 相 へ の 詠 模 を 挙 げ ろことができる。
＾ ゆ く 河 の 流 れ は 絶 え ず し て 、 し か も
、もとの水にあらず。淀
み に 浮 ぷ う た か た は 、 か つ 消 え か つ 結 び て 、 久 し く と ゞ ま り たろ 例 な し 。 世 中 に あ
る 、 人 と 栖 と 、 ま た か く の と と し 。 ＞ ．
. （ 「方 丈 記 」 ）＾ 夏 草 や 兵 ど も が 夢 の 跡 ＞ （ r 奥 の 細 道 」 ）＾春高楼の花の宴／めぐる盃影さして／千代の松が枝わけいで
ーし




り 、 利 玄 は 自 己 の 生 活 感 情 を 支 え と し た 固 有 の 風 穀 を
発見するこ
とはできないのである。
第 三 は 、 暗 影 に 沈 む 悶 微 な 世 界 へ の 接 近 で あ る 。＾わが父に




行 の 竹 柏 図 集 第 一 編 と 明 治 三 十
四 年
四 月 発 行 の 学 習 院 輔 仁 会 雑 誌 五 十 四 号 の 両 誌 に 掲 載 さ れ た も
の で あ る 。
すでに、
武 川 忠 一 氏 の 指 摘 に も 見 ら れ る
ように、これ
は 、 利 玄 が 学 習 院 の 寄 宿 生 活 に 入 っ て 後 の 作 品 で あ る に も か か わら ず 、
注
姦｀ は り ど う し よ う も な い 孤 独 な 暗 さ 」 が 滲 み 出 て
いるの
で あ ろ 。 厳 酷 な 監 祝 と 容 赦 の な い 叱 資 の 下 で 、 反 抗 的 な 気 持 を 抱きながらも自制的に生活
す ろ 利 玄 は 、 様 々 な 浪 漫 的 夢 を 胸 中 に大
きく膨ませていたものと考えられ
る が 、 母 の 死 に も 立 ち 会 う
こと
ができ
ず 、 ま た 、 帰 繹 も 思 い
のままにならない利玄にとって、「わ
が父に迎へられ」ることは抑えがたい大きな夢の一っであったと言えよう。
と こ ろ で 、 こ の 歌 の 素 材的 背 景 は 、 竹 柏 園 集 第 二 絹 に 掲 載 さ れ
て い ろ 「 旅 の 歌 の
中 に 」 の 冒 頭 の 歌 を 対 応 さ せ て み る 時 、 よ り 具
体的に見えてくる。
A 汽 笛 の 声 や み に ひ ゞ き て 燈 火 の す く な き 村 に 舟 は て に け り ＞「旅の歌の中に」という表題が示すように、
こ の 歌 は 豚 の 生 活
の 中 か ら 生 ま れ た も の で あ る 。 こ の 歌 と 「 わ が 父
に ・ ・ ・ ・ ・ ・ 」 の 歌 を
直ね合わせてみろ時
、 「 わ が 父 に ・ ： · : 」 の 歌 の 解 釈 は 次 の よ う に
な っ て く る 。 利 玄 は 船 腔 を し て い た 時 、 疲 労 の た め に つ い 眠 り に落 ち 、 そ し て 、 そ の 底 り の 中 で 帰 郷 の 歩 を 見 て い た の で あ ろ 。 五歳 で
上 京 し た 利 玄 は
二年
後 の 七 歳 の 時 母 を 喪 っ た が 、 何 故 か そ の
際帰郷をしておらず、
ま た 、 父 の 上 京 も 初 等 科 時 代 に 一 度 の み で 、














































































































































































































面 で あ り 、 傍 線 部 ⇔ か ら は 損 得 計 算 を す ろ 旦 那 と 車 夫 の 掛 引 き 場面である。利玄は、傍線部⇔において
、「さつ
さと行く」旦那に
「 も う 二 銭 お や ん な さ い 」 と
声を掛ける車夫を設定することによっ





欲 得 と し て 処 理 す る
ことはでき
な い 。 貧 困
・な生活に少しなりとも補い
を つ け よ う と す る 切 実 な 欲 求 に 駆 り 立




、 一 方 の 旦 那 は こ う し た 車 夫 の 苦 衷 な ど 寸 分 も 理 解 し
得ないのであ










だ 」 と 言 い 被 せ る 傍 線 部 四 の 旦 那 は 、
有産階級の倣慢な生活意識をもろに現わし、車夫を「下人」とし．て徹底的に見下していると言わなければ
な ら な い
。 旦 那 の こ の 傲
慢な言辞を、「これはもう下人の」という卑屈な謝辞で容認する車 夫 の 応 対 姿 勢 に は 、 不 合 理 な 封 建 的 身 分 差 別 と
闘いきれない弱




「 毛 布 や 桐 油 を 前 へ 掛
ない。旦那が不満な言辞を並ぺるうちに、け て 引 き 出 」 す 傍 線 部 3 の 車 夫 の 姿 に は 、 「 雨 の 夕 ぐ れ 」 の 情 緒と照応する哀感が深い
余 情 と し て 浮 び 出 て い る 。
利 玄 は 、 傍 線 部 3 に お い て 、 語 り 手 「 僕 」 に 「 こ の ダ イ ア ロ グ
が あ ま り 可 笑 し か っ た の で 思 は ず ふ き 出 」 さ せ て い る が 、 具 体 的な 生 活 背 景 を 持 っ た 複 雑 な 人 間 心 理
の起伏を鮮明鋭利に描ききっ
て お り 、 こ の 透 徹 し た 観 察 眼 と 深 い 余 情 的 表 現 は 、 そ の ま ま 、 利玄独自の風景を獲得してゆく重要な力になっていたものと言ってよかろう。
＾やむ人はし
ば し 眠 り て み と り 女 の 毛 糸 あ む 夜 を 秋 の
雨ふ
る＞
（明治三十五年）＾ 庭 鳥 の 声 の み 道 の 霜 に 冴 え て 人 い ま だ 起 き ず 山 か げ の 村 ＞（ 明 治 三 十 七 年 ）＾ く ぐ り 戸 の 障 子 の 明 り と こ ろ ど こ ろ 時 雨 さ び し き 宵 の 町 か な ＞（明治三十八年）
さ り げ な い 日 常 的 生 活 風 景 の 奥 行 き
を 見 定 め よ う と す る 認 識 的
素 地 は 、 こ れ ら の 歌 の 中 に も 認 め ら れ
るものであるが、利玄は、
冒の夕ぐれ」によって、さらに、劇的魅力を生み出和藍炉的形象視点を獲得することができ
た の で あ り 、 秀 作
注
f 認 京 」 と か 物 語
的発想より成る歌の
形 象 起 点 は 、 こ
の コm の 夕 ぐ れ 」 の 中 に 見 出
すことができるので














































































独自の風景が英しく開かれていると言え のでは かろう 。(1)五島茂氏は、木下蛭子
夫人（利玄嗣子亡き利福夫人）の尽
力によって発見さ
れた
利玄の日記をもと
に確定されている。
(2)「鑑賞
木下利玄の秀歌」（昭和六十一年十一月、短歌新
聞社）
(2)に同じ。
(4)明治三十三年六月、学習院輔仁雑誌五十二号に発表されたng
花に対して感を述ぶ」は、「花は盛の時
のみ
かは。風に散
り行く風情も中々にあはれなるものなり」という書き出しで始められている短文であるが、この言葉には、「徒然菜」の第百三十七段「花はさか
りに、月はくまなきを
のみ見るものかは」
の影響が明確に表われている。(5)コ初玄短歌の推移と本質」角川書店）
-51-
00 
0 
0 
(6)川田順氏は、
「此歌、
結句麦秀でたりは、
小封と云へども
国柄の豊かな
るさま、
遡つては父祖の治績の良かった事さへ言
外に響いて
、
まことによく利いてゐる」と評しておられる。
（「利玄と憲吉」A昭和十一年三月、
岩波書店＞）
(7)利玄
自身は、
「少年時代から人事の入り込みや諸相よりも
自然や草木などの方に多くの典味をひかれた。
この傾向が自分
．を
今日の如き短歌制作家にさせたものと思ってゐる」（「自分
の傾向」）と述べている。
また、
紅野敏郎氏の「日露戦争と木
下利玄（上）ー新資料「木下利玄日記」を読むー」によると、利玄の日記は志賀直哉のものとは異なり、・「必ずと
いって
よい
ほど」「気候や景色に対しての記事」があ
「それへの反応
がまさに日常化していろ」のである。
この特徴には、
歌人利玄
の感性が
作用していると言ってよかろう。
．
(8)
志祖直哉は、
「春の旅を憶ふ」の中で、
「小説を昏く事が
流行し、
仲間の誰もがさう傾い
て居、
歌の方の仲間は一人もな
いし、
その上、
誰れよりも先に左ういふ出来上ったも
のを
作れ
た木下がどう
して其儘散文作家として小説家にならなかったか、
少くとも左
ういふ誘惑を受けなかったか、
一寸不思諮な気がす
る」と述ぺ、
利玄の散文作家としての資質を認めていろ。
(9)武者小路実篤は、
「白樺を出すまで」の中で、
「皆、
自分
のかいたものを朗読した。僕は三硲か二帯の現代物をもつて行った。
三人とも落第で、
木下のだけ評判がよかった。
「お京」
三省堂） 文堂）(11)「日本近代文学大事典」（昭和五十三年一月、
講談社）
(12)川田順氏のコ初玄と憲吉」（昭和十一年 月、
岩波書店）
の中に、
「「みだれ髪」「舞姫」の作者与謝野晶子女子華やか
なり
し頃なので、
利玄も亦その方へ、
一寸おとな
しい眼を俯目
勝らに向けて見た」という指摘がある。(13)新間進一氏は、
薫園の「あけがたの
．．．．．． 
」の歌の類
歌とし
て、
利玄の「うす雪の•…
.• 」の歌を挙げておられる。
(r鑑賞
短歌・俳句」＾昭和三十七年八月、一
25
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と云ふのだった」と回想している。(10)久松潜一編「日本文学史
近代」
現代
日本文学講座
（岡山県立短期大学助教授）
第三十号
ヽ
（昭和三十七年九月、
至
